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８月例会プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 と き：2016 年 8 月 26 日（金） PM 19:00～21:00 
ところ YMCA 会館  

                                   司会 中村 正  

  開会挨拶と点鐘         会長 稲本 修一 

ワイズソング 

ワイズ信条 

  １ 自分を愛するように 隣人（りんじん）を愛そう 

 １  青少年のために YMCAに尽くそう 

 １  世界的視野をもって国際親善をはかろう 

 １ 義務を果たしてこそ権利が生ずることをさとろう 

１ 会合には出席第一社会には奉仕第一を旨としよう 

 

今月の聖句と食前感謝・食事        柴川 林也 

 

関東東部部長訪問              

部長 片山 啓 

ユース事業主査 青木 一芳様 

国際・交流事業主査 柳瀬 久美子 

 

ハッピーバースデイ＆おめでとう結婚記念日 

 

スマイル           ドライバー 土谷 明男 

 

茨城YMCA報告               和田 賢一 

 

報告と協議 

 

① まつりつくば出店について 

② 9月チャリティーゴルフについて 

③ 10月バザー準備について 

④ 9月例会の確認（司会者、食前感謝、ドライバー等） 

 

閉会挨拶と点鐘            会長 稲本 修一 
  

CS 

（Community Service） 

ＡＳＦ・ＲＢＭ 

強調月間テーマ 

今月の聖句  「主を恐れることは知識の初めである。愚か者は

知恵と訓戒をさげすむ。わが子よ。あなたの父の訓戒に聞き従え。あ

なあたの母の教えを捨ててはならない」    箴言１章７・８節 

7 月 例会報告 

 

出席者   会員      6 名     メネット     0 名         

スタッフ   2 名       リーダー    0 名 

       ゲスト     0 名      出席総数数    8 名 

 

 在籍者会員数        14 名        会員出席率  57% 

        

 

              

 

2016-17 年度 7月 会計報告   会計：中村 正    
 

 前月より繰越金                   128,920 
当月収入                 スマイル 4,000  

食事代  6,000 
会  費  36,000 

当月支出                   なし 
  前期繰越額                 174,920 

相方 

大澤 篤人 

今年の 2 月、入籍した。ワイズメンズクラブでも報告させて

いただき、5 月には挙式を済ませ新婚旅行まで行かせてもらっ

た。私は妻のことを、第三者に話すときに「相方」と呼ぶこと

にしている。なぜそうなったかを紹介しようと思う。結婚相手

の女性を称する呼び名はいくつかある。妻、嫁、家内、配偶者、

伴侶、連れ合い、奥さん etc…やはり公式には「妻」が正しい

とされているようだ。しかし調べてみた時面白い話を聞いた。

どの呼び方にも男尊女卑の思想が入っているというのだ。妻は

刺身のつまと語源が同じで、わきに添えられているという意味

が含まれている。連れ合いや伴侶も主役が話す本人（この場合

は私）であるイメージがある。嫁や家内は字の通り、女性は家

にいるもの、という思想が見える。奥さんも半歩後ろについて

いく様子が見える。配偶者は同等の関係だが口語にするには硬

すぎる。そんなことで考えたどり着いたのが「相方」だ。この

話から、配偶者をどう読んでいるかでその方の思想を批判する

つもりはもちろんないのでご理解いただきたい。更に、「妻」

についてもう一つ書き加えておく。この「つま」という言葉、

昔は「夫」とも書き、性別によらず配偶者のことを指していた

言葉だったようだ。古くは若い夫婦は大きな屋敷の離れにのよ

うな場所に住む習慣があり、わきに添えられるという語源はそ

こから来ていたようで、決して夫のわきに添えられる「妻」で

あるという意味合いはなかったらしい。じゃあ呼び名も「妻」

でいいじゃないか、と言われたら返す言葉はないが、一度決め

た呼び方を貫くことが私のポリシーである、ということにして

いる。ちなみに当の相方の印象はあまり良くない。お笑い芸人

みたいでいやだそうだ。残念ながら、慣れてもらうしかない。 
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茨城ワイズメンズクラブ 

2016 年度~2017 年度 

8 月報 Vor.95 

    国際会長主題      ：私たちの未来は、今日より始まる 

    アジア地域会長主題：ワイズ運動を尊重しよう  

    東日本区理事主題  ：明日に向かって、今日動こう 

    関東東部部長主題  ：組み合わされ、結び合わされて、造り上げられてゆく 

    茨城ワイズ会長主題：「ワイズを楽しもう、輪を広げよう。」 
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【 茨城ワイズ 報告 】 
 

7 月 22 日の例会は、8月以降に予定されている諸イベントにつ
いての打合せを中心に進行いたしました。 
 
☆まつりつくばにおけるバザー出店について、再協議のうえ、
ジュース販売ならびコストコからの仕入れによる物品販売を
行うこととしました。 
→その後、無農薬農産物（乾燥芋、サツマイモ、レンコン等）
の販売をあわせて実施することとなりました。 
 
★チャリティーゴルフについて、9 月 9 日金曜日に富士 OGM ゴ
ルフクラブ出島コースにて実施することとなりました。また、
9月の移動例会をこの機会にあわせて実施いたします。 
サポート役として学生リーダーの応援を仰ぐこととなりまし
た。 
 
☆10月 22日に行われる茨城YMCAならびに茨城学園教会主催の
バザーへの参加について確認いたしました。例年通りクラブか
らはお餅の販売を実施する予定となります。 
 
★10 月 29 日に行われる茨城 YMCA 主催のチャリティーランに 1
チーム編成することを確認いたしました。 
 
☆秋の収穫シーズンにおいて、今年も十勝ジャガイモ、かぼち
ゃの販売を実施することについて合意いたしました。 
 
 

 

 

●大澤さん結構式の写真  

いつまでもお幸せに。。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●アドベンチャーキャンプ集合写真 

 

 
 

 

 

ワイズの目的の中に『YMCA の活動を支援する』となっており

ます。その１つとして YMCA 維持会員になっていただいてお

ります。まだ維持会員登録をされていない方は、わだまでお

申し出うしで下さい。維持会員維持会員とは、YMCA は会員団

体であり、YMCA は会員に支えられ地域に根ざした活動を展開

しております。YMCA の使命に賛同し、その運動に主体的に参

与し、YMCA の維持、発展に寄与することを願うのです。 

 

 

茨城 YMCA  和田 賢一  

 

〈７月の報告〉 

１日 幼保園おいも掘り 

２日 サマーキャンプ顔合せ会 午前アドベンチャーキャン

プ 午後野尻湖キャンプ 

３日 小学生定例野外活動つくんこクラブ 

４日 早天祈祷会 

５日 職員救急講習会 

６日 チャリティーラン実行委員会 

９日 ピアノ発表会 

９日 主任会 

１０日 ４・５歳児定例野外活動 わんぱくクラブ 

１１日～１２日 東日本区総主事会議 

１１日～８月１０日 ICCPJ 台湾リーダー１名受け入れ 

１５日 幼保園１学期終了 

１６日 障がい児・者自立支援活動たんぽぽクラブ 

１６日 幼保園説明会 

１６日～１７日 東新井センター学童 高学年お泊り会 

１８日 星の子ディキャンプ事前レクリエーション スタッ

フ派遣 

２１日 サマースクール開始 

２２日～２６日 野尻湖キャンプ 

２６日～２７日 取手幼稚園お泊り会 スタッフ派遣 

２８日 つくば市社会福祉協議会 ふれあいサロン スタッ

フ派遣 

３０日 東日本大震災復興支援スマイルキャンプ 福島県地

域参加者説明会 

 

〈８月の予定〉 

２日～４日 アドベンチャーキャンプ  

４日～５日 水海道協会二葉子ども園年長キャンプ 講師派

遣 

６日～７日 チャレンジキッズキャンプ 

１１日～１６日 休館日 

１２日～１４日 エルマーキャンプ 

１８日～１９日 フットサルクラス合宿 

２０日 土浦市キャンプ 指導者派遣 

２０日 星の子キャンプ 指導者派遣 

２２日～２４日 スマイルキャンプ 

２８日 まつりつくば出店 

２９日～９月４日 ＹＭＣＡ地球市民育成プロジェクト研修

会 
３０日 東新井センター幼保園・児童クラブ交流会 
           
 
 
 
【 編集後記 】 

 

     

 

             

まだまだ残暑厳しい折ではありますが、今週はじめには大型台

風が東日本を直撃いたしました。また、現在も次の台風が洋上

にあり、東上をはじめようとしています。自然の力には人間は

なすすべもないことを痛感いたします。 

私事ではありますが、友人の薦めもあり、今月上旬に「イクメ

ンスピーチ甲子園」に応募いたしました（決勝進出は絶望的か

と思いますが・・・）。育児と仕事、生活の両立は時に困難も

伴いますが、一方で子どもの存在は生きていくうえでなにより

の活力となっています。子どもたちがよりよく生きることので

きる社会が訪れるよう、ワイズの活動等を通じて引き続き行動

していきたいと考えております。    8月24日 村田 淳 


